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2016 年 5 月 13 日 金曜日
タウンニュース

2016 年 5 月 5 日 木曜日
タウンニュース

フィナーレ（EZ DO DANCERCIZE）
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朝から元気！ラジオ体操

運動しよう！ in 町体育館

製 作 物	

チラシ8,000枚／ポスター200枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）56枚／のぼり100本／ Tシャツ74枚／ポケットティッシュ

1,582 個

実施効果	

　今年度のチャレンジデーでは、実行委員会メンバーに自治会長

連絡協議会や松田町商工振興会を新たに加えて、自治会や各種

団体等からさらなる協力をいただき、チャレンジデーを通じて町

が一丸となることができました。また、チャレンジデーをきっかけ

に、新たなスポーツ団体や総合型地域スポーツクラブ内で新しい

教室が出来たりして、運動やスポーツの習慣化につながっていま

す。普段、挑戦できないスポーツを行うことが出来て楽しいとの

声もいただいており、恒例のイベントとして認知度も高まっていま

す。

担当者から	

　3回目の挑戦であり、そろそろ勝ちたいという町全体の熱い気

持ちが、今回の結果につながったと思います。今後もチャレンジ

デーのみならず、普段から運動やスポーツに取り組んでいただけ

るようにして、ずっと健康で元気な松田町を目指します。

主　　催	

松田町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　本山博幸）

教育委員会生涯学習係

〒 258-0003	 神奈川県足柄上郡松田町松田惣領 2078

	 松田町民文化センター

TEL：0465-83-7021　FAX：0465-83-7025

結　　果	

人　　　口：11,441 人	
神奈川県松田町	 ○

参 加 者 数：8,917 人	
VS

参　加　率：77.9％	
秋田県羽後町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①運動しよう！in 寄小中学校（寄小中学校グラウンド）

②運動しよう！in 松田小学校（松田小学校グラウンド）662 人

③運動しよう！inさくら保育園（松田さくら保育園）265人

④運動しよう！in 松田幼稚園（松田幼稚園）249人

⑤チャレンジ！パークゴルフ（川音川パークゴルフ場）94人

⑥集まれ！フラガール＆フラボーイ
頑張るばい！熊本・大分～熊本・大分応援し隊 from 松田町～	
（松田町体育館）56人
・「松田町のパワー（元気）を熊本・大分へ」をサブテーマに掲げ、
被災者、被災地の一日も早い復興を願い、スポーツを通じて、
熊本県、大分県を応援しました。実行委員会が用意したプロ
グラム会場で、義援金を受け付けし、ファイナルイベントとし
て「頑張るばい！熊本・大分」を開催しました。そこで、参加
者に熊本県、大分県の特産品をプレゼントし、熊本弁ラジオ
体操、熊本県、大分県産豪華景品が当たる○×クイズも行
いました。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／福祉担当部署／観光

担当部署／総務担当部署／役場内のすべての部署をいくつかに分

けて、その中から代表として実行委員を選出／スポーツ推進委員

協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／商工会・青年会

議所／自治会・町内会

メディア	

神静民報／湘南ケーブルテレビ／タウンニュース

広報・周知	

　担当部署以外のイベントや会議等でもチラシの配布や参加の

声掛けをしたり、5月中旬に開催された酒匂川統一美化キャンペー

ンに実行委員会として参加して、チャレンジデーの PRをしたりし

ました。また、チャレンジデーの2 週間前から駅前等に朝や夕方

立ち、ポケットティッシュやチラシの配布や参加の声掛けをしたり

しました。チャレンジデー当日も集計ボックスを持って、駅前や人

通りが多い場所へ行き、参加の声掛けをしました。

松
まつ

田
だ

町
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3回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　神静民報

集まれ！フラガール & フラボーイ

2016 年 5 月 11 日 水曜日　神奈川新聞
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閉会式

はつらつ元気塾の体操

開会式　すず割

実施効果	

　ウォーキングによる参加者が昨年よりも増え、町民の健康に対

する意識が高まってきていると感じました。

担当者から	

　連続してチャレンジデーを実施することで、今後も継続して運

動をする町民が増えていくことを期待します。

主　　催	

真鶴町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　宇賀一章）

真鶴町教育委員会教育課

〒 259-0202	 神奈川県足柄下郡真鶴町岩 172-8

	 真鶴町民センター

TEL：0465-68-1131　FAX：0465-68-1551

結　　果	

人　　　口：7,713 人	
神奈川県真鶴町	 ●

参 加 者 数：4,530 人	
VS

参　加　率：58.7％	
岩手県葛巻町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ウォーキング（真鶴町内）2,532 人
•	 小学生から提案のあったごみ拾いウォーキングを町内で実施
しました。

	 町民の参加者を増加させるために、小・中学校及び自治会の
回覧でごみ袋全戸配布しました。また商業施設や商店街で
チラシ配りと共にごみ袋を配付し周知を図りました。

	 小学生は授業の一環として町内ごみ拾いウォーキングを実施
しました。

②踊り・体操（真鶴町立体育館ほか）919人

③ニュースポーツ（フライングディスク・ファミリーバドミントンな

ど）（真鶴町立体育館ほか）42 人

④その他（筋力トレーニングなど）（真鶴町内）1,037人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／総務担当部署／体育協会／幼稚園・保育園／

小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企業／商工会・青

年会議所／社会福祉協議会／PTA 連合会／自治会・町内会／高

齢者団体・老人クラブ

メディア	

湯河原新聞／神静民報

広報・周知	

　地域新聞による広報によって、町民の意識付けを行うことがで

きました。

　ウェブサイトとFacebook を活用し、チャレンジデーの目的と

真鶴町の実施計画を詳しく伝えることができました。

　自治会回覧や新聞折り込みでチラシを配布し、より多くの町民

に周知することができました。

製 作 物	

チラシ15,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）7枚／のぼり240 本／ Tシャツ120 枚／ポケットティッ

シュ2,000 個

真
まな

鶴
づる

町
まち 神奈川県

2回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　湯河原新聞

2016 年 3 月 20 日 日曜日　湯河原新聞
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大縄跳び

パークゴルフ

オープニングイベント

担当者から	

　2回目の挑戦で金メダルを受賞することができました。これは、

昨年よりも回収箱を増やしたり広報誌を変えたりとした結果かと

思っています。

　また、住民の方にもチャレンジデーが浸透してきているのかな

と感じています。

　これを機会に住民の方々が日常生活の中で常に運動をするきっ

かけになればと思っています。

主　　催	

山北町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　湯川裕司）

保健健康課　健康づくり班

〒 258-0113	 神奈川県足柄上郡山北町山北	1971-2

	 山北町健康福祉センター

TEL：0465-75-0822　FAX：0465-76-4592

結　　果	

人　　　口：11,111 人	
神奈川県山北町	 ○

参 加 者 数：6,622 人	
VS

参　加　率：59.6％	
北海道芦別市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①部活動（山北高校）586人

②大縄跳び（川村小学校）420人

③オープニングイベント（生涯学習センター）328人

④ 8の字大縄（山北中学校）267人

⑤ファイナルイベント（生涯学習センター）173人
•	 オープニングやファイナルは、理事者も参加して行われるチャ
レンジデーのイベントであり町内の全園児に参加依頼をして
風船飛ばしを行いイベントを盛り上げています。

	 また、広く町民に呼びかけて、健康普及員・スポーツ推進員
等に協力をいただき、誰でもが手軽に楽しめる長生きサンバ
やラジオ体操等も行っています。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼

稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／

事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・

町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／観光協会／健康普及

員協議会／文化団体連絡協議会

広報・周知	

•	 周知期間を長く取るため前回より早めにのぼりや横断幕の掲揚

を行いました。

•	 広報誌の大きさを A4からA3に変更しました。

製 作 物	

チラシ 6,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕 3 枚／のぼり

140 本／ Tシャツ410 枚／ポケットティッシュ2,000 個

実施効果	

　「みんなで目指そう金メダル」のスローガンを掲げ、ひとつの目

標に向かい、団体・地域間での連携や協力により連帯感が生まれ

ました。

山
やま

北
きた

町
まち 神奈川県

2回目
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チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）

チャレンジデー PR 用チラシ（表面）

チ
ラ
シ
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長縄跳び

ゆたぽんダンス

ラジオ体操

主　　催	

湯河原町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　冨田幸宏）

湯河原町　保健センター

〒 259-0392	 神奈川県足柄下郡湯河原町中央 2-2-1

	 湯河原町　保健センター

TEL：0465-63-2111　FAX：0465-63-2940

結　　果	

人　　　口：25,978 人	
神奈川県湯河原町	 ●

参 加 者 数：9,045 人	
VS

参　加　率：34.8％	
北海道美唄市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①早起きウォーキング他（ウォーキング）（町内各所）1,684人

②ラジオ体操（町内各所（町民グラウンド他））1,513人
•	 オープニングセレモニー後に実施する他、町内各自治会等に
ご協力いただき実施している。

③長縄跳び（町内小中学校）1,513人

④ストレッチ（町内各所（ヘルシープラザ他））942 人

⑤ゆたぽんダンス（町内各保育園他）267人

実行委員会の構成団体	

町長／副町長／スポーツ推進委員協議会／体育協会／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／教育委

員会／観光協会／旅館協同組合

メディア	

相豆新聞／湯河原新聞／伊豆急ケーブルネットワーク／ FM熱海

湯河原

広報・周知	

町広報紙・新聞折り込みチラシでの周知と街頭啓発活動として、

駅前や商業施設でのチラシ配布を実施しました。

製 作 物	

チラシ31,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）10 枚／のぼり85 本／ Tシャツ115 枚／ポケットティッ

シュ3,000 個／ペットボトルホルダー793 個

実施効果	

　毎日の生活の中で運動をする、きっかけづくりになったと思い

ます。

湯
ゆ

河
がわ
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町
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3回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　湯河原新聞

2016 年 5 月 17 日 火曜日
神静民報
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体育協会主催・健康運動イベント

体育協会主催・健康運動イベント

市役所早朝ラジオ体操

そして子どもから親へ家族内でチャレンジデーの周知が図られ、夜

19：30からの地区対抗ラジオ体操でも、子どもから高齢者まで

幅広い年齢層で多くの参加があり、大いに盛り上がりました。

　その他各種イベントをきっかけに、その後も体育施設に通う人

や会員が増えました。

担当者から	

　5回目の実施であり、年々市民にも周知が図られ、参加率も順

調に上がっており、今回は目標の50％を達成することができまし

た。しかし、数字を追いかけるのではなく、普段あまり体を動か

さない人が友人等に誘われるなど当日の各種イベントに気軽に参

加し、その楽しさに気づき、その後も継続して運動が習慣づいた

り、サークルができることを第1の目的に、ひいては市民の健康

寿命の増進などを目標に取組んでいきたいと考えております。

主　　催	

魚津市チャレンジデー実行委員会	 （会長　村椿　晃）

魚津市教育委員会　生涯学習・スポーツ課

〒 937-0066	 富山県魚津市北鬼江 313-2

	 魚津市役所第一分庁舎

TEL：0765-23-1046　FAX：0765-23-1052

結　　果	

人　　　口：43,089 人	
富山県魚津市	 ●

参 加 者 数：21,670 人	
VS

参　加　率：50.3％	
鹿児島県指宿市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チーム対抗長縄跳び大会（小学生の部）（市内小学校）2,036人

②地区対抗ラジオ体操（市内小学校体育館等）1,697人
•	 当日19 時 30 分に各地区で決定した会場に集まってラジオ
体操を行い、その参加人数を同規模の地区間で競うイベント

③チーム対抗長縄跳び大会（中学生の部）（市内中学校）685人

④市役所早朝ラジオ体操（市役所前公園）206人

⑤体育協会主催・健康運動イベント（ありそドーム等）174人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企業／商工

会・青年会議所／自治会・町内会／婦人会

メディア	

北日本新聞／富山新聞／朝日新聞／北陸中日新聞／NICE-TV／

ラジオミュー

広報・周知	

•	 ケーブルテレビ等を積極的に活用し周知を図りました。

•	 各種団体の総会等大勢集まる場や各企業をまわり、参加の呼

びかけ、チラシの配布等を行いました。

•	 魚津市全戸への回覧版、市内全小学校児童にチラシ配布し周

知を図りました。

•	 SNS を活用し周知を図りました。市や市長の Facebook で参

加を呼びかけました。コメント等により市民の反応を知ること

ができました。

製 作 物	

チラシ10,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕1枚／のぼり

50 本／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　当日魚津市内の全小学校全児童により長縄跳び大会を開催しま

した。対戦方式にし、上位チームを表彰するなど盛り上がりました。

魚
うお

津
づ

市
し 富山県

5回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日
北陸中日新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日　北日本新聞

2016 年 5 月 21 日 土曜日　北陸中日新聞
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新チャレンジウォーク交流イベント

副実行委員長とナントマンでキャンディーシャワー

製 作 物	

チラシ18,750 枚／ポスター550 枚／大型横断幕 5 枚／のぼ

り1,000 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ90 枚／ポケットティッシュ

2,000 個／マグネットシート13 枚個

実施効果	

　早朝ラジオ体操、新チャレンジウォーク、ファイナルイベントは

市の恒例行事となっており、多くの市民が参加され、地域の連帯

感につながりました。

　またイベント企画・運営を行う中で、スポーツクラブや実行委

員が担う地域の役割を再確認しました。さらに多くの企業にも参

加協力を呼びかけることにより、従業員の健康増進に対する企業

の社会的責任、地域との連携について理解を得られました。

担当者から	

　従来旧町部で行っていたウォークイベントを、初めて旧村部内

「世界遺産	五箇山の合掌造り集落」で行いました。今回の実施で、

市内の豊かな自然や歴史に触れることができ、改めて市の魅力を

再発見することができました。また旧町部と旧村部の市民交流に

もつながり、健康づくりだけでなく、地域の連帯感の醸成にもつ

ながりました。

　今後も市民の半数が参加するチャレンジデーを、市の健康づく

りの機会と位置づけています。この機会が市民にとって南砺市に

とってより良いものになるように改善に取り組んでいきたいと思

います。

主　　催	

南砺市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　田中幹夫）

南砺市教育委員会　教育部	生涯学習スポーツ課

〒 932-0292	 富山県南砺市井波 520

TEL：0763-23-2013　FAX：0763-82-5101

結　　果	

人　　　口：53,074 人	
富山県南砺市	 ●

参 加 者 数：27,636 人	
VS

参　加　率：52.1％	
岐阜県羽島市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①一斉ラジオ体操（市内各地域）4,000人

②市内各企業での運動イベント（市内各企業）4,000人

③市内各学校での運動イベント（市内各学校）4,000人

④市内各地域によるファイナルイベント（各地域　拠点体育館）
1,500人
•	 ファイナルイベントでは各地域のスポーツクラブ・実行委員
が中心となり市内 8 地域で開催しました。メイン会場の福
野地域では、パワーヨガ、ドッヂビーなど、多世代が楽しめ
る内容を6 種目実施しました。最後は副実行委員長（市教育
長）、きときとくん、ナントマンが参加し、ほっとあっとなんと
体操、カウントダウン、キャンディーシャワーを行い、その様
子をユーストリーム配信し、世界にチャレンジデーをアピール
しました。

⑤ファイナルイベント内での「ほっとあっとなんと体操」一斉実施

（各地域　拠点体育館）1,500人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／

民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中

学校（校長会）／高等学校／特別支援学校／事業所・企業／商工

会・青年会議所／社会福祉協議会／青少年健全育成組織／自治

会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害者団体

メディア	

富山新聞／北日本新聞

広報・周知	

　チラシ・ポスター配布、のぼり・横断幕・懸垂幕の設置、広報

車と市内防災無線を使っての市内全地区への広報を行いました。

上記に加え、今年は車用マグネットシートを購入し、事前広報に

努めました。さらに、市ウェブサイト、南砺市チャレンジデーフェ

イスブックページの更新頻度を高め、ユーストリーム生中継を行う

など PRに努めました。各地域の参加率が多いところでは10％

伸びるなど、広報活動による一定の効果を得ました。

南
なん

砺
と

市
し 富山県
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　富山新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日
北日本新聞

2016 年 3 月 24 日 木曜日
富山新聞

きときとくんを招いて保育園でイベント
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親子ビクス

消防団エアロビクス

製 作 物	

チラシ35,000 枚／ポスター350 枚／大型横断幕 5 枚／のぼり

165 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ3,000 個

実施効果	

　「ラジオ体操のまち甲斐市」として日頃からラジオ体操の普及を

推進しており、平成 26 年度に「甲州弁ラジオ体操」を作成し、地

域で取り組んでいます。チャレンジデー当日には、学校はもとよ

り自治会・企業において、ラジオ体操を中心とした運動に取り組

んでいただきました。

　今年は、企業・事業所に参加していただくことを課題とし、事

業所訪問により参加を呼びかけたことが高い参加率に繋がったと

考えます。チャレンジデーを通じ、地域が一丸となって取り組むこ

とができたと実感できました。

担当者から	

　7回目の挑戦となった「甲斐市チャレンジデー」。これまでもラ

ジオ体操を中心に取り組んできましたので、地区を巡回して参加

呼びかけをしている際、お年寄りから「チャレンジデー？	ラジオ体

操をする日だね」という返事をいただき、地域に定着したイベント

になったと実感することができました。

　開催時期が他のスポーツ事業と重なるなど、担当職員は大変な

思いもしますが、地道な取り組みが参加率に反映されたことを嬉

しく感じました。

主　　催	

甲斐市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　保坂　武）

甲斐市教育委員会　スポーツ振興課

〒 400-0192	 山梨県甲斐市篠原 2610

TEL：055-278-1698　FAX：055-278-2047

結　　果	

人　　　口：74,860 人	
山梨県甲斐市	 ○

参 加 者 数：65,803 人	
VS

参　加　率：87.9％	
秋田県大館市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ショッピングウォーク（ラザウォーク双葉甲斐、おかじま食品館、

いちやまマート、アマノPAX2 店舗　他）19,573人

②ステーションウォーク（竜王駅、塩崎駅）4,004人

③ラジオ体操定期開催（赤坂台総合公園（ドラゴンパーク））948人

④江庁舎前 RDチャレンジ（甲斐市役所）384人

⑤赤ちゃんハイハイ競争＆親子ビクス、歩数アップ大作戦（敷島体
育館、敷島保健福祉センター）160人
•	 一人歩きできない赤ちゃんを対象とした「ハイハイ競争」と、3
歳までの子どもと一緒にエアロビクスで体を動かす「親子ビク
ス」を開催。可愛い赤ちゃんが頑張ってハイハイする姿が微
笑ましく、子どもと一緒に体を動かし、ママさんにもリフレッ
シュしていただけました。また、山梨県民は日常の歩数が少
ないという調査から、施設外周において効果的なウォーキン
グ・軽運動を学ぶ「歩数アップ大作戦」を行いました。

【アスリート・著名人など】
山梨クィーンビーズ（Wリーグ所属女子バスケットボールチーム）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業

所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町

内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／文化協会／ボランティ

ア団体／消防団

メディア	

山梨日日新聞／NHK 甲府放送局／山梨放送／テレビ山梨／

NNS 甲府放送局

広報・周知	

　自治会や市内の企業・事業所にチラシ等を送付し参加を呼び

かけ、当日も企業訪問するなどして参加依頼を行いました。

　また、市の広報担当を通じプレスリリースし、市ウェブサイト・

市 SNS（LINE・Twitter（ツイッター））による情報発信を行ったほ

か、FM-FUJI の情報発信コーナーにインタビュー出演しイベント

について周知を行いました。

甲
か

斐
い
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し 山梨県
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　山梨日日新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日
山梨日日新聞

シルバー人材センター GG 大会・ラジオ体操講習
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オープニングラジオ体操

ファイナルリズム体操

お試しトレーニング、健康・体力チェック

主　　催	

南部町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　佐野和広）

南部町教育委員会　生涯学習課　生涯スポーツ係

〒 409-2398	 山梨県南巨摩郡南部町内船 4473-1

	 南部町役場分庁舎

TEL：0556-64-4841　FAX：0556-64-3199

結　　果	

人　　　口：8,376 人	
山梨県南部町	 ●

参 加 者 数：4,679 人	
VS

参　加　率：55.9％	
北海道標津町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①お試しトレーニング、健康・体力チェックほか（アルカディアス
ポーツセンター）363人
•	 体育館内を各ブースに分け、家族で参加してもらうイベントで
す。トレーニングスペース、体力テストスペース、健康チェッ
クスペース、お試しスペース、参加賞抽選会などを順に回って
もらいました。

②南部シニアグラウンド・ゴルフ大会（アルカディア運動場）346

人

③ファイナル　リズム体操（活性化センター）167人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／福祉担当部署／スポーツ推進委員協議会／

体育協会

メディア	

山梨日日新聞

広報・周知	

　町内全戸へ設置してあるFM告知放送を利用しての周知。

製 作 物	

チラシ3,500 枚／ポスター150 枚／大型横断幕1枚／のぼり

100 本／ Tシャツ40 枚／タオル250 枚

実施効果	

　イベント参加により、その後、教室事業への加入者がありまし

た。また、体力・健康への意識の高揚が図られました。ラジオ体操・

ウォーキング実施へのさらなる意識が高まったと思います。

担当者から	

　年齢を問わず、自分の体力や健康には興味や関心があるように

思いました。

南
なん

部
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　山梨日日新聞
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ゲートボール大会の様子

町内を巡るウォーキング大会

フラダンスの練習風景

た目的の1つとして「町民の方に運動やスポーツをするきっかけを

つくり健康に対する意欲を高め地域活性化をはかる」を掲げてお

り、実施をしてからはスポーツイベントの参加者が例年に比べて

多くなるなどの効果が表れています。また、昨年の10月に完成し

たトレーニングルームの利用者が停滞していたところからイベント

をきっかけに年齢層問わず上昇傾向にあります。

担当者から	

　今年初めて実施してみて、住民の多くの方は運動やスポーツを

するきっかけをつくるとイベントに参加をしていただけることが実

感できました。やはり、健康の状態を気にする人や運動不足を解

消したいなど目的は様々でありますが、一人でやるよりたくさんの

人とやる方が楽しいという方もいてチャレンジデーに参加してよ

かったと思います。高齢者の方がイベントに参加して自ら参加の

報告をしていただける人も多かったです。

主　　催	

小海町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　新井寿一）

教育委員会

〒 384-1103	 長野県南佐久郡小海町豊里 285

	 北牧楽集館

TEL：0267-92-4391　FAX：0267-92-4444

結　　果	

人　　　口：4,845 人	
長野県小海町	 ○

参 加 者 数：2,284 人	
VS

参　加　率：47.1％	
熊本県山江村	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ゲートボール大会（屋外ゲートボール場）42 人

②バレーボールリーグ戦（北牧楽集館　体育館）30人

③ラジオ体操（北牧楽集館　体育館）27人
•	 当日の朝 6 時 30 分から仕事に行く前にラジオ体操をしてい
ただきました。開会式を兼ねて行ったプログラムとなります。
ラジオ体操の音源を体育館に流し、実行委員がお手本となっ
てラジオ体操をして、15分以上に満たないところはストレッ
チを実施します。各事業者にも運動するように呼びかけたた
め人数は少なめでありましたが、当初の予定より多く参加者
が集まりました。

④体力テスト（北牧楽集館　多目的ホール）19人

⑤町民マレットゴルフ大会（松原湖高原マレットゴルフ場）17人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／スポーツ少年団／町内スポーツグループ代表者／商工会・青

年会議所／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

信濃毎日新聞

広報・周知	

　広報・周知するうえで工夫したことにつきましては、町内全域

にチラシを全戸配布を行い、防災無線にて放送を流しました。小

さい町だからこそできる内容だと思います。また、全戸配布した

チラシの裏面に参加報告書を載せ、運動をした人たちに積極的

に報告をしてもらうようにしました。結果につきましても多く方が

FAXや電話にて報告をしていただきました。

製 作 物	

チラシ1,872 枚／ポスター30 枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）10 枚／のぼり20 本／ Tシャツ40 枚／ポケットティッシュ

500 個

実施効果	

　2016 年から初実施となりましたが、チャレンジデーを実施し

小
こ

海
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　信濃毎日新聞
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リトミック教室

高齢者クラブ　ゲートボール

ウォームアップ講習

担当者から	

　今年で15回目の実施ということで、村民の方にはチャレンジ

デーが浸透しており、この日は運動する日だと多く人が認識して

います。体育協会や総合型地域スポーツクラブ、村内企業の方々

にも積極的に参加していただきました。目標の70％に達しなかっ

たのは残念でしたが、チャレンジデーはスポーツに親しむのが目

的でもあるので、住民の方にはこれをきっかけに気軽に体を動か

してほしいと思います。

主　　催	

チャレンジデーたかぎ実行委員会	 （実行委員長　市瀬直史）

喬木村教育委員会

〒 395-1107	 長野県下伊那郡喬木村 6664

TEL：0265-33-2002　FAX：0265-33-3682

結　　果	

人　　　口：6,591 人	
長野県喬木村	 ○

参 加 者 数：4,286 人	
VS

参　加　率：65.0％	
北海道本別町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①各公民館　早朝ウォーキング、ラジオ体操（各公民館集会所）約

500人

②ウォームアップ講習（喬木中学校体育館）100人
•	 夜間ソフトボール連盟で行ったプログラムです。講師の方を
お呼びして1時間ほどウォームアップ講習を行いました。

③サッカー交流試合（喬木第一小、中学グラウンド）100人

④リトミック教室（こども学遊館）80人

⑤テニス教室（運動公園テニスコート）50人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校

（校長会）／中学校（校長会）

メディア	

信濃毎日新聞／中日新聞／いいだ FM

広報・周知	

•	 1日 2回村内オフトークでの呼びかけ

•	 20 日前から当日まで広報車で村内を回って呼びかけ

•	 チャレンジデー前日、全戸に折込チラシの配布

•	 企業回り（当日協力のお願い、周知のお願い）

製 作 物	

チラシ2,000 枚／ポスター80 枚／大型横断幕 2枚／のぼり20

本／ Tシャツ40 枚／ポケットティッシュ1,000 個／タオル250

個

実施効果	

•	 15 回目の実施で、チャレンジデーが住民・企業にしっかりと認

知されており、多くの方に参加いただくことができました。

•	 普段なかなか運動する機会の少ない方も、この日はそれぞれで

運動に取り組んでいただき、体を動かす楽しさを実感していた

だけたと思います。

•	 実行委員の活発な広報活動を通じて、村内住民の連携強化を

図ることができました。

喬
たか

木
ぎ

村
むら 長野県

15回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　中日新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日　信濃毎日新聞
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企業のウォーキング

企業の 15 分体操

Skype によるエール交換

　住民、企業への呼び掛けもあり、チャレンジデーが徐々にでは

ありますが理解をされ、参加者が増加してきています。また、チャ

レンジデーに参加している皆さんから、「毎日続けてやらなければ

いけないよね」と言った声を多く耳にしました。

　このように、チャレンジデーへの参加が市民の体を動かす意識

付けのひとつになってきていることを実感しました。

主　　催	

チャレンジデー東御市実行委員会	 （実行委員長　花岡利夫）

教育委員会	生涯学習課		生涯学習・スポーツ係

〒 389-0592	 長野県東御市県 288-4

	 中央公民館内

TEL：0268-64-5885　FAX：0268-64-5610

結　　果	

人　　　口：30,752 人	
長野県東御市	 ○

参 加 者 数：17,382 人	
VS

参　加　率：56.5％	
大分県豊後大野市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジとうみ15分体操（市役所前　市民交流広場）110人

②親子運動あそび（子育て支援センター）60人

③いきいき健康体操（中央公民館）40人

④早朝・夕刻ウォーキング（市内公園）34人

⑤新体力テスト（第一体育館）30人

•	 特に力を入れているプログラムというより、開催時間が重なら
ないようにし、誰でも自由に参加できる日程を組んで実施しま
した。

【アスリート・著名人など】
三宅良輔（日本体育大学体操研修室教授）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

観光担当部署／総務担当部署／保育、地域づくり／スポーツ推進

委員協議会／体育協会／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中

学校（校長会）／事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉

協議会／青少年健全育成組織／PTA 連合会／自治会・町内会／

高齢者団体・老人クラブ／婦人会／公民館

メディア	

信濃毎日新聞／信州民報／うえだケーブルテレビ／ FMとうみ

広報・周知	

•	 市内企業への訪問

•	 チラシ兼報告用紙の全戸配布

製 作 物	

チラシ20,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕1枚／のぼり

30 本／ Tシャツ50 枚／ビブス150 枚

実施効果	

　市では、スポーツ振興施策の「1市民1スポーツの実践」と、市

民の健康寿命を延ばし健康なまちづくりを目指すため、チャレン

ジデーを実施し3回目が終了しました。
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　信州民報

2016 年 5 月 20 日 金曜日　信濃毎日新聞
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各公民館【おたっしゃ教室】：遊びで体を動かそう !

オープンマレットゴルフ大会：一打集中！マレットゴルフ大会

OP イベント【ウォーキング】：出発前にエイ、エイ、オー！

な企画を考えるのに苦労しました。

　新たな企画として実施したエンディングイベントのナイトウォー

キングは、なかなか参加者も集まらず次回への課題となりました。

　一人でも多くの方に参加してもらえるよう創意工夫したいと思い

ます。

主　　催	

南相木村チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　中島則保）

南相木村教育委員会

〒 384-1211	 長野県南佐久郡南相木村 4435

TEL：0267-78-2433　FAX：0267-78-2477

結　　果	

人　　　口：1,068 人	
長野県南相木村	 ●

参 加 者 数：912人	
VS

参　加　率：85.4％	
秋田県東成瀬村	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングイベント　ウォーキング（村内）98人

②おたっしゃ教室体操（村内各公民館）79人

③オープンゲートボール大会（丸山総合グラウンド）75人
•	 村内のゲートボール連盟と連携し近隣町村に呼びかけ、なる
べく多くの町村に参加してもらうよう働きかけました。

	 グラウンドの整備からコート作りまでチャレンジデー事務局
とゲートボール連盟が一丸となり取組み、他町村からも評判
の良いコートの状態で大会を実施しています。

④小学校　スポーツチャレンジ集会（小学校体育館）65人

⑤消防団体操・大会練習（小学校グラウンド）41人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／福祉担当部署／東信教育事業所／スポーツ

推進委員協議会／ゲートボール連盟／マレットゴルフ愛好会／商

工会・青年会議所／保健補導員会／ JA 南相木支所長／公民館長

メディア	

信濃毎日新聞／南相木村 CATV

広報・周知	

　全戸配布の他、他町村からも人が訪れる温泉施設や観光スポッ

トにポスター等を掲示したため、村外者の参加率に大きな効果を

得られました。

製 作 物	

チラシ450 枚／ポスター50 枚／大型横断幕1枚／のぼり50 本

／懸垂幕1枚／ Tシャツ20 枚／ポケットティッシュ1,000 個

実施効果	

　役場職員を含め、村民の方々にも運動をすることの大切さや楽

しさを理解してもらえました。

担当者から	

　今回当村は 4 回目の実施となり、住民の方にもチャレンジデー

イベントが大分浸透してきました。

　その一方で、イベントの内容がパターン化してきてしまい、新た
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　信濃毎日新聞
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みんなで高らかにエール！！

キンボールスポーツ体験

枚／入浴剤・水きりネット（参加賞）4,000 個

実施効果	

　今年より、報告方法に LINE を追加しました。LINE の「タイム

ライン」の記事を活用し、当日の運動実施の報告はもちろんのこ

と、質問や感想のメッセージのやりとりなど、市民と実行委員会

との双方向のコミュニケーションをとることができました。遠くは

大阪より羽島市に訪れ運動に参加される方がいらっしゃって、羽

島市の観光情報を尋ねられ、市観光協会のウェブサイトを紹介し

ました。その参加者には、市内観光も行っていただけ、「スポーツ

ツーリズム」の点から、大きなヒントをいただけたように思います。

担当者から	

　取り組みから5 年が経過し、徐々にチャレンジデーの周知が広

まってきました。手軽にスポーツに参加できるチャンスを作ること

こそが、スポーツ実施率につながることが実感された今回の取り

組みでした。報告方法に SNS を活用することの有効性が確認で

きました。また動画とイベント、スポーツと観光、人と人、さまざ

まなものをつなげることが大切であることがわかりました。

主　　催	

羽島市チャレンジデー実行委員会	 （会長　松井　聡）

羽島市教育委員会スポーツ推進課

〒 501-6241	 岐阜県羽島市竹鼻町 226番地 2

	 羽島市教育委員会

TEL：058-393-4622　FAX：058-391-0906

結　　果	

人　　　口：68,595 人	
岐阜県羽島市	 ○

参 加 者 数：47,152 人	
VS

参　加　率：68.7％	
富山県南砺市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①こどもも大人もみんな楽しむドッヂビー体験（市内全小学校（9
校）体育館）2,000 名
•	 今年は、夜 7 時から市内のすべての小中学校にてイベントを
行いました。特に小学生とその保護者を中心とした参加者が
多かった。チーム編成では、大人と子どもを分けるのではな
く、このチャレンジデーというイベントだからこそ、同じコー
トで一緒に楽しむルールとしました。大人は子どもにいいと
ころを見せようと、子どもは大人に挑戦しようと、たっぷりと
汗を流す気持ちのよい時間となりました。

②健康体操（羽島文化センター）200 名

③グラウンド・ゴルフ体験（FUKUJUスポーツパーク）180 名

④キンボールスポーツ体験（竹鼻中学校）150 名

⑤スポーツ吹矢体験（小熊コミュニティセンター）100 名

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／

幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校

／特別支援学校

メディア	

中日新聞／岐阜新聞／朝日新聞／岐阜放送／チャンネル長良川

（CCN）

広報・周知	

　今年羽島市では羽島市チャレンジデー大使として東海地方を

中心に活動する男性10人組ユニット「BOYS	AND	MEN」のうち

の羽島市出身の辻本達規さんを起用しました。辻本さんもブロ

グを運営されており、羽島市チャレンジデーについての記事を掲

載していただき、その記事の内容を羽島市の Facebook、市長の

Facebook 等にリンクさせて周知を図りました。

製 作 物	

チラシ30,000 枚／ポスター1,000 枚／大型横断幕 1枚／横

断幕（その他）20 枚／のぼり1本／懸垂幕 2 枚／ Tシャツ 70
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　岐阜新聞

2016 年 5 月 11 日 水曜日　岐阜新聞

中学生もポスター制作に協力
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住民参加のナイトウォーキング

父兄と小学生のレクレーション

住民参加のいす体操

主　　催	

七宗町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　井戸敬二）

住民課健康係

〒 509-0401	 岐阜県加茂郡七宗町上麻生 2152番地 1

	 七宗町生きがい健康センター

TEL：0574-48-2046　FAX：0574-48-1360

結　　果	

人　　　口：4,129 人	
岐阜県七宗町	 ○

参 加 者 数：1,776 人	
VS

参　加　率：43.0％	
沖縄県大宜味村	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①親子レクレーション（上麻生小学校体育館）163人
•	 小学校の授業参観と併せて実施し、保護者と子ども達でレク
レーションをしながら身体を動かしました。

②ゲートボール（七宗町グラウンド）160人

③ラジオ体操（セブン工業社内）114人

④ナイトウォーキング（上麻生地区内）76人

⑤いす体操（木の国七宗コミュニティーセンター）72 人

実行委員会の構成団体	

スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／小学校

（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議所／社会福祉協

議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

岐阜新聞

広報・周知	

　初実施のため、とにかくチャレンジデーのことを町民に知ってい

ただくことが重要でした。そのため、全世帯にチラシやポケット

ティッシュを配付したり、年度末や年度初めの各種団体の会議等

で町長や担当課長からPR 説明等を行いました。その他、広報誌

に記事を載せたり、広報無線で参加を呼びかけたりしました。

製 作 物	

チラシ2,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／のぼり

100本／懸垂幕3枚／Tシャツ40枚／ポケットティッシュ3,000

個／ STAFFジャンパー20 枚

実施効果	

　各種団体はもとより、地区で結束してイベントを実施したり、普

段からウォーキング等をしている方々が声を掛け合いながら連絡

をくれたりと、町民が協力し合いながら、主体的に取り組んでい

る姿が感じられました。また、これを機に中断していた運動を再

開したという方もおり、町民の運動意識の向上に役立ったのでは

ないかと思います。
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　岐阜新聞
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大人も子どももニュースポーツ

元松イベントでのラジオ体操

敬老センターでのキラリとびしまのびのび体操

きっかけになりました。また各種イベントに住民同士が声を掛け

合い参加したことで、運動を通じた地域住民の交流が図られたと

感じています。

担当者から	

　実行委員を始め村内企業・団体等を中心に多くの皆様のご協

力のおかげで、担当が当初予想していた数値を大きく超える参加

率となりました。今回のチャレンジデーをきっかけに運動に関心

を持ち、継続する住民が増えることにより、健康長寿の村づくり

の一助になることを期待しています。

主　　催	

飛島村チャレンジデー実行委員会	 （会長　久野時男）

生涯教育課

〒 490-1436	 愛知県海部郡飛島村竹之郷三丁目 1番地

	 飛島村中央公民館

TEL：0567-52-3351　FAX：0567-52-2155

結　　果	

人　　　口：4,575 人	
愛知県飛島村	 ○

参 加 者 数：3,710 人	
VS

参　加　率：81.1％	
秋田県上小阿仁村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①元松イベント（ラジオ体操、キラリとびしまのびのび体操）（北
拠点避難所）128人
•	 北拠点避難所において、午前 6時 30 分からラジオ体操と、
健康長寿のために作られた、村オリジナルの体操であるキラ
リとびしまのびのび体操を行いました。元松地区の住民を中
心に多くの方が体を動かしました。

•	 自宅から歩いて北拠点避難所に集合し、体操で体を動かし
た後、歩いて帰宅することで、15分以上の運動をしました。

②敬老センターイベント（ラジオ体操、キラリとびしまのびのび体

操、ストレッチ）（敬老センター）85人

③ミニバスケットスポーツ少年団による体験会（南部体育館）85人

④スポーツ・レクリエーション体験会（すこやかセンター）50人

⑤バレーボール連盟によるビーチボールバレー体験会（総合体育

館）28人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／生涯学習（スポーツ）

推進員

広報・周知	

•	 担当職員が村内企業・団体に直接訪問し、チャレンジデーの周

知や参加協力の依頼をしたことで、50 を超える企業・団体か

ら協力を得ることが出来ました。また実行委員が身近な人へ参

加の呼びかけをしたことで、飛島村チャレンジデーのイベントに

興味を持つ住民が増えました。

製 作 物	

チラシ4,000 枚／ポスター 90 枚／大型横断幕1枚／ Tシャツ

100 枚

実施効果	

　ラジオ体操、キラリとびしまのびのび体操、ウォーキングを組

み合わせた元松イベントを始め、15 個のイベントを実行委員が

中心となり実施したことで、住民がイベントに参加し運動をする
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フォークダンス

周知活動

80本／懸垂幕2枚／Tシャツ160枚／ポケットティッシュ8,000

個／投票箱 60 個／参加投票券 8,000 個

実施効果	

•	 	1日15分間の運動を日常生活に取り入れる事により、健康な

まちづくりを目指すきっかけとなった他、健康講演会や体力測

定、スロートレーニングなど通して自らの健康について考える

きっかけづくりとなりました。

•	 	秋田県潟上市について関心が高まりました。

•	 	サークル活動等を無料開放することにより新規会員募集のきっ

かけとなりました。

担当者から	

　チャレンジデーは、長期的に実施することにより成果が現れる

イベントです。期間を設けてPRをするのではなく、年間を通して

PRしていくことにより「チャレンジデー・15分間運動・健康づくり」

という文言をいかに他のイベントに抱き合わせていくかが求めら

れます。今回、各地区住民に対する投票率を算出した際、確実に

浸透している地区やそうでない地区の温度差が見られました。そ

の反面、浸透している地区では、独自のイベントを実施をする等

確実に根付いてきています。今後は、それらのバランスを鑑み、

周知していきたいと思います。

主　　催	

扶桑町チャレンジデー実行委員会	 （会長　千田勝隆）

教育委員会生涯学習課

〒 480-0103	 愛知県丹羽郡扶桑町大字柏森字平塚 370番地

	 扶桑町総合体育館

TEL：0587-93-2441　FAX：0587-93-2183

結　　果	

人　　　口：34,496 人	
愛知県扶桑町	 ●

参 加 者 数：20,059 人	
VS

参　加　率：58.1％	
秋田県潟上市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①町内保育園・小中学校・高校チャレンジデー特別プログラム（町

内各施設）6,239人

②お買い物ウォーキング（イオン扶桑店等）2,990人

③町長とラジオ体操（扶桑町総合グラウンド）261人

•	 チャレンジデー2016in 扶桑のオープニングイベントという
ことで昨年に引続き、扶桑町長と町民が一体となってラジオ
体操と軽い運動を行いました。今年はあいにくの天気でした
が、就任したばかりの新町長を筆頭に、多くの町民が参加す
るイベントとなりました。1日の指揮を高める良い機会となり、
気持ちの良いスタートを切ることができました。

④踊りde チャレンジ（扶桑町総合体育館　第一アリーナ）138人

⑤空き缶積み上げ大会（扶桑町総合体育館　第一アリーナ）80人

【アスリート・著名人など】
北折　一（NHK「ためしてガッテン！」元担当ディレクター）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校

（校長会）／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内

会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

中日新聞／尾北ホームニュース／中部ケーブルネットワーク

広報・周知	

　昨年に引き続き、チラシ・ポスター・横断幕・駅でのティッシュ

配りなどで広報活動をしました。特に今年は各種イベントを充実

させ、NHK「ためしてガッテン！」元担当ディレクター北折一氏の

健康講演会やあいち健康の森プラザ職員による体力測定を行い、

老若男女気軽に参加できるイベントを企画しました。各イベント

のチラシを作成し、ウェブサイトや地区回覧板を用いて、広く町民

に周知することができました。

製 作 物	

チラシ15,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／のぼり

扶
ふ

桑
そう

町
ちょう 愛知県

3回目
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2016 年 6 月 3 日 金曜日　尾北ホームニュース

2016 年 5 月 31 日 火曜日
中日新聞

2016 年 5 月 13 日 金曜日
尾北ホームニュース

町長とラジオ体操
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忍者ランドで親子あそび

ポールウォーキング体験

製 作 物	

チラシ4,000 枚／ポスター200 枚／のぼり40 本／ Tシャツ

373 枚／ポケットティッシュ16,000 個

実施効果	

　今回で 6回目の実施となり、チャレンジデーを意識する市民が

増えてきたように感じます。参加者からは、「運動をすることに関

心を持たせるいい企画だと思う」「毎年楽しみにしている」などの

意見をいただきました。しかしながら、普段からスポーツ施設を

使用したり、自主的に運動を行っている方と比較すると、スポー

ツになじみの少ない主婦層や会社務めの方の認知度がまだまだ

低いとも実感しました。

担当者から	

•	 チャレンジデー周知に用いるＴシャツの納品が遅かったので、も

う少し早いとありがたいです。PRのための着用期間が非常に

短く、Tシャツ購入希望の方からは Tシャツの納品が遅いと多

くの問い合わせがありました。

•	 当市では「目指そう週1回スポーツ実施率 60％」をスローガン

に掲げています。チャレンジデーを機に、市民の運動に対する

意識向上につながればよいと思います。

主　　催	

碧南市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　禰冝田政信）

碧南市教育委員会　スポーツ課

〒 447-0853	 愛知県碧南市浜町 2-3

TEL：0566-48-5311　FAX：0566-42-8368

結　　果	

人　　　口：71,766 人	
愛知県碧南市	 ○

参 加 者 数：53,193 人	
VS

参　加　率：74.1％	
香川県丸亀市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラダーゲッター・ポールウォーキング・軽体操（油ヶ渕遊園地、
臨海公園、明石公園）700人
•	 時間を決めず、飛び入りで体験・参加できるという手軽なイ
ベントで、へきなん総合型スポーツクラブや碧南市レクリエー
ション指導者協議会の方々を中心に行いました。朝から夜ま
でと、長時間呼び込みすることで参加人数の増加につながっ
たかと思います。

	 また、手軽に出来るポールウォーキングについて地元のケー
ブルテレビの取材を受けたことで、ポールウォーキングに対
する認知度・参加に好影響があったのではないかと思います。

②らくらく体操（市内各区民館）290人

③グラウンド・ゴルフ大会（臨海公園）284人

④野球大会（臨海公園グラウンド）250人

⑤ソフトバレー講習会（臨海体育館）70人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／観光担当部署／社会福祉協議会／スポーツ

推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション

協会／総合型地域スポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校（校

長会）／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／高齢者団体・老

人クラブ／女性団体連絡協議会

メディア	

中日新聞／KATCH／ PitchFM

広報・周知	

•	 市内駅前や、スーパーの店頭などで、ティッシュを配りPRを行

いました。駅やスーパーに立つことで、より幅広い年齢層の方

にチャレンジデーのＰＲができたのではないかと思います。

•	 スポーツした市民が参加報告できる場が増えるよう、参加報告

用紙と報告用紙投函箱を市内公民館等に設置したことで参加

報告の増加につながりました。

•	 市内企業へ PRをしたことで、いくつかの企業からも参加報告

がありました。

碧
へき

南
なん

市
し 愛知県

6回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　中日新聞

卓球
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ズンバ講習会

保育園児イベント「みんなで元気！」

実施効果	

　今回で 9回目の開催となり、チャレンジデーが多くの市民に定

着してきました。他市からのイベント参加者も多く、柏原市のア

ピールにつながっています。毎年、当日に吉本興業所属の大道芸

のタレントさんと着ぐるみ（今年は「すち子」）の応援があり、今年

も参加者から大きな喝采を受けました。保育園児対象のイベント

では、「幼児向けヒップホップ」講習に、今年も、柏原市公認のマ

スコットキャラクター「かしぴょん」も参加する等内容を充実した

結果、園児達が心から楽しんで踊り、会場が大いに盛り上がりま

した。

担当者から	

　チャレンジデー前日の5月24日にNHK 大阪放送局から取材

の申入れがあり、多忙な状況ではありましたが、「チャレンジデー」

というイベントと柏原市の知名度アップに繋げたいという思いで、

当日取材に来て頂きました。当日夕方の関西ローカルのニュース

で放送され、テレビ放送を通じて、柏原市と、チャレンジデーの

PRを図ることができたことについて、大変うれしく思っておりま

す。

主　　催	

柏原市チャレンジデー実行委員会	 （会長　中野隆司）

柏原市教育委員会　教育部　スポーツ推進課

〒 582-8555	 大阪府柏原市安堂町 1-43

TEL：072-972-1689　FAX：072-940-6120

結　　果	

人　　　口：71,270 人	
大阪府柏原市	 ●

参 加 者 数：51,896 人	
VS

参　加　率：72.8％	
東京都昭島市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ゴミ0 運動（柏原市内一円）2,000人

②市長と体操・ゲームをしよう！！（市役所前大和川河川敷公園）
500人
•	 オープニングイベントとして毎年開催しているプログラムであ
り、当日の「グラウンド・ゴルフ大会」に参加する方や、「み
んなで元気！！」に参加する保育園児を中心に多くの市民が
参加し、また、柏原市公認のマスコットキャラクター「かしぴょ
ん」も参加してイベントを盛り上げる中、柏原市チャレンジ
デー実行委員長の中野市長と参加者全員で「ラジオ体操」や
「挨拶ジャンケンゲーム」をして体を動かす、という楽しいイ
ベントです。

③ニュースポーツ体験コーナー（リビエールホール）350人

④保育園児対象「みんなで元気！！」（リビエールホール）300人

⑤チャレンジ杯グラウンド・ゴルフ大会（市役所前大和川河川敷

公園）110人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／幼稚

園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／大

学・短大・高専・専門学校／PTA 連合会／高齢者団体・老人ク

ラブ

メディア	

NHK 大阪放送局

広報・周知	

　チラシを柏原市内の主要公共施設や小中学校に配付し、SSF

提供のポスター（下段の空欄部分は当実行委員会で印刷）を柏原

市内の主要公共施設や小中学校に掲示しました。

　市のフェイスブックを活用し、前日及び当日にリアルタイムで情

報を提供しました。

製 作 物	

チラシ30,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）2枚／のぼり30 本／ Tシャツ350 枚／ポケットティッ

シュ1,000 個

柏
かし

原
わら

市
し 大阪府

9回目
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2016 年 5 月
広報かしわら 5 月号

チャレンジデー 2016　報告用紙
どちらかに○をつけてください。 氏　名 スポーツ・運動の内容

事前報告  ・  実施報告
（他　　　　名）

例…散歩・ジョギングなど

 参加率予想クイズ★
　参加率（参加者数を柏原市全人口で割った率）を予想してご応募
ください。正解者の中から抽選で 10 人に賞品を、応募者全員から
抽選で 10 人に記念品を差し上げます。

※参加は 1 人 1 回限り。当選発表は発送をもって代
えさせていただきます。
※柏原市は参加率 60.5％以上を目標としています。

参
加
率

. 　 　％　
※小数点第 1 位まで記入

氏
名

住
所 （☎　　　　ー　　　　ー　　　　）

▶チャレンジデーとは？
　5 月の最終水曜日に世界各地で実施される
スポーツイベントです。午前 0 時～午後 9
時に 15 分以上継続して運動などを行った住
民の参加率（％）を同規模の自治体と競い合
い、敗れた場合は対戦相手の市旗を庁舎のメ
インポールに 1 週間以上掲揚します。
▶ルール
　「運動」とはスポーツはもちろん、掃除や
洗濯・買い物など 15 分以上体を動かすこと。
市内であれば自宅・公園などどこでも OK ！
▶目的
　平日でも心掛けと工夫次第で運動ができる
きっかけづくりや、市民のコミュニティづく
りやまちの活性化を目的とします。
▶参加方法
　事前に報告して当日運動するか、当日運動
して報告するだけ。このページを FAX（940-
6120）またはチャレンジ BOX に投函する
か、電話（972-1689）で報告してください。
※参加率予想クイズのみの参加も可能。
○チャレンジ BOX 設置場所
市役所 1 階ロビー・オアシス・柏原オーエ
ンスアリーナ・柏原オーエンス第二アリーナ・
片山庭球場・堅下庭球場・柏原青谷オーエン
スフィールド・柏原図書館・国分図書館

無
　
料

要
予
約

申込み　5 月 6 日～ 20 日の午前 10 時～午後 5 時にスポー
ツ推進課（☎ 972-1689）まで（ウオーキング講座除く）
オープニングイベント　市長と体操・ゲームしよう！
市長と体操、素敵な賞品あたるかも★かしぴょんと、すち子
の着ぐるみやマジックの中上亜耶が遊びに来るよ！
とき　午前 9 時 45 分～
ところ　市役所前河川敷公園（雨天時：リビエールホール 1 階ピロティ）
リビエールホール（レセプションホール）での講習会
①フラダンス講習会
とき　午後 6 時～ 6 時 40 分（先着 30 人）
②ズンバ講習会
とき　午後 7 時～ 7 時 40 分（先着 30 人）
③パワーヨガ講習会
とき　午後 8 時～ 8 時 40 分（先着 30 人）
市役所前河川敷公園での大会など
①チャレンジ杯グラウンドゴルフ大会
とき　午後 1 時～ 4 時（参加賞あり、成績により後日表彰あり）
②ウオーキング講座（春）…詳細は 39 ページ

予
約
不
要

ニュースポーツ体験コーナー（ダーツ・輪投げ・吹矢など）
とき　午前 10 時～午後 5 時（参加賞あり）
ところ　リビエール前広場

有
　
料

そ
の
他

スポーツ施設半額デー
①片山庭球場・堅下庭球場・柏原青谷オーエンスフィールド
申込み　5 月 11 日午前 9 時から各施設で受付（申込み多数時抽選）
②柏原オーエンスアリーナ（トレーニング室・卓球室）
申込み　事前申込み不要、当日受付

問合せ　柏原市チャレンジデー実行委員会事務局
　　　　柏原市教育委員会スポーツ推進課 ☎ 972-1689

2016
5月25日（ 水 ）

対戦相手は 東京都昭
あきしま

島市 昨年のオープニングイベントの様子

午 前 0 時 ～ 午 後 9 時

（キリトリ）

中上亜耶が来るよ！

まちの
話題

子育て

教育
文化

スポ
ーツ

安全
環境

上下
水道

まち
づくり

地域
生活

財政
税

国保
年金

人権
福祉

病院
健康

学ぶ

楽しむ

動く

その他

募集

相談

イベ
ント

施設
案内等

（2016・5） 14

市長と体操・ゲームをしよう！！

柏原市 HP　市長行動記録
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スポーツごみ拾い

Let's ウォーキング

実施効果	

　今回7回目の実施となり、職員の着るTシャツを見て「体操す

る日だな！」と市民の皆さんの認知度も高くなっています。その中

でも全国共通イベントに対する市民の方々の意欲が旺盛で、ロー

プ・ジャンプ・X 大会は、チャレンジデー当日までに各チームで練

習会を行う等、チャレンジデー参加だけでなく、各チーム、職場

でのコミュニケーションを図ることができ大いに盛り上がりを見

せました。チャレンジデーは、会を重ねるごとに盛り上がりを見せ、

市民にとって1年に1度のお祭りのような、心も身体もワクワク

する参加型スポーツイベントとして定着しています。

担当者から	

　年に一度のチャレンジデー。7回目ともなると市民の認知度は

高くなるものの、慣れが出てきてしまい、積極的に報告する意欲

が薄れてくる市民も出てきます。それを巻き返すために、PRやイ

ベント参加依頼に力を入れ、意欲が薄れないように持っていくこ

とにより、今回の参加報告を得ることができました。認知度は上

がっても参加意欲を下げないようにすることは、なかなか難しい

ことだと実感しました。

主　　催	

豊岡市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　中貝宗治）

豊岡市地域コミュニティ振興部　スポーツ振興課

〒 668-8666	 兵庫県豊岡市中央町 2番 4号

	 豊岡市役所

TEL：0796-21-9023　FAX：0796-29-0054

結　　果	

人　　　口：84,761 人	
兵庫県豊岡市	 ●

参 加 者 数：70,008 人	
VS

参　加　率：82.6％	
秋田県由利本荘市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①玄さんとチャレンジデー（市役所前市民広場）400人
•	 市役所前市民広場に、豊岡市のゆるキャラ「玄さん」が登場
し、市民をはじめ市民球団の「NOMOクラブ」の選手の皆さ
んも参加し、簡単な体操（今年はボクササイズ）を行いました。

②ロープ・ジャンプ・Ｘ大会（市役所前市民広場ほか）194人

③スポーツごみ拾い（市内各所）192 人

④ポスチュアウォーキング（市民体育館）84人

⑤豊岡駅通りスタンプラリー（豊岡駅通り商店街）81人

【アスリート・著名人など】
NOMO ベースボールクラブ（2005 年全日本クラブ野球選手権

優勝、都市対抗野球大会出場、2006 年社会人野球日本選手

権大会出場）

実行委員会の構成団体	

学校教育担当部署／健康づくり担当部署／県民局／国土交通省

／スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツク

ラブ／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議所

／社会福祉協議会／PTA 連合会／自治会・町内会／高齢者団体・

老人クラブ／婦人会

メディア	

NHK 神戸放送局

広報・周知	

　昨年に引き続き、作業所とタイアップして、豊岡市独自の PRグッ

ズを作成しました。

　作業所の通所者の励みにもなり、市民の皆さんにチャレンジ

デーの PR ができたと共に、作業所の作品の PRにもなり、一石

二鳥でした。

製 作 物	

チラシ40,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕 3 枚／のぼり

150 本／ Tシャツ130 枚／カステラ530 個／タオル 500 個

豊
とよ

岡
おか

市
し 兵庫県

7回目
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ポスチュアウォーキング
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町内各学校・幼稚園・保育園の活動の様子

オープニングイベント・町内一斉ラジオ体操（メイン会場）

製 作 物	

チラシ14,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕1枚／のぼり

100 本／ Tシャツ52 枚／ B6メモ帳（参加景品用）3,000 個

実施効果	

　今年は、「町民の健康増進と昨年のリベンジ」を目標にチャレン

ジデーを実施させていただきました。昨年の課題など事前に検

討し、挑戦させていただきました。惜しくも敗戦しましたが、オー

プニングのラジオ体操をはじめ、すべてのイベント（町主催・地域

主催・各住民・各事業所など）を通じ、老若男女が一体となり大

勢の人達に参加いただきました。このようなことから、世代交流

を図ることができ、予想以上の成果をあげることができました。

担当者から	

　結果は、残念ながら敗戦しましたが、当初掲げた目標参加率は

達成することができました。また、今年からチャレンジデーの主

担当課がスポーツ振興課になり、前担当課から引き継ぎを受け

ながら、周知方法や参加率アップなど検討しながら、準備を進め

ました。区・自治会や事業所への周知・依頼、それに職員の協力

依頼など取りまとめが非常に難しかったです。しかし、各代表へ

の説明やウェブサイト、Facebook 等に掲載及び町内全域にポス

ター・チラシ・のぼりで周知した結果、皆様に予想以上に協力し

ていただくことができました。

主　　催	

広陵町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　山村吉由）

教育委員会事務局　スポーツ振興課

〒 635-0821	 奈良県北葛城郡広陵町大字笠 382番地 1

	 広陵中央公民館内

TEL：0745-55-1181　FAX：0745-55-9070

結　　果	

人　　　口：34,958 人	
奈良県広陵町	 ●

参 加 者 数：17,280 人	
VS

参　加　率：49.4％	
神奈川県寒川町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①元気でオープニングイベント～ラジオ体操でスッキリ目覚めよう
～（メイン会場の竹取公園及び町内各所）1,904人
•	 今回のオープニングイベントは、町内全域を対象に同時刻の
午前 6時 30 分から町内一斉ラジオ体操（NHKラジオ体操
生放送）を実施しました。メイン会場の竹取公園をはじめ、
町内区・自治会 41大字にも依頼をしました。このようなこ
とから、早朝にも関わらず、1,904人という多数の人々に参
加していただくことができ、予想以上の成果をあげることが
できました。

②介護予防リーダー KEEPによる体操など（図書館会議室及び町

内各所）242 人

③チャレンジデーパークゴルフ（広陵パークゴルフ場）183人

④水井妃佐子氏によるバドミントン講習会（広陵中央体育館）54人

⑤広陵元気塾　動ける身体づくり～インターバルウォーキングの

すすめ～（さわやかホール）42 人

【アスリート・著名人など】
水井妃佐子（バルセロナ、アトランタオリンピックバドミントン

競技日本代表）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／企画部／スポーツ推進委員協議会／体育協会

／スポーツ少年団／高等学校／大学・短大・高専・専門学校／商

工会・青年会議所／社会福祉協議会／青少年健全育成組織／自

治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害者団体／

農業委員会／消防団／更生保護女性会／民生・児童委員協議会

メディア	

奈良テレビ放送「ゆうドキッ！」／毎日新聞／奈良新聞

広報・周知	

　昨年同様に町内各種団体及び民間企業に町長等が出向き、協

力依頼をしました。また、一般周知として、昨年以上にのぼりや

ポスターを増刷、それに内容をアレンジ（ルールや参加方法など内

容が分かりやすいように）し、町内各所・全域に掲示することに

より、多くの住民の目にとまるように工夫しました。

広
こう

陵
りょう

町
ちょう 奈良県

2回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　奈良新聞

2016 年 5 月 27 日 金曜日　毎日新聞

馬見丘陵公園利用者への呼びかけ
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寺子屋の友だちと

職員みんなでかみとんだ体操

早朝ウォーキング

トやね！」等、みなさんの関心が増えつつあると感じます。

　また、チャレンジデーで誘い合ってウォーキング、グラウンド・

ゴルフに参加することで、仲間同士で何かをするきっかっけになっ

ています。主　　催	

上富田町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　小出隆道）

NPO法人くちくまのクラブ

〒 649-2105	 和歌山県西牟婁郡上富田町朝来 1361-2

	 くちくまのほっとステーション内

TEL：0739-47-5711　FAX：0739-47-1139

結　　果	

人　　　口：15,521 人	
和歌山県上富田町	 ○

参 加 者 数：9,518 人	
VS

参　加　率：61.3％	
秋田県仙北市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①早朝ウォーキング（彦五郎公園）100人
•	「町長と一緒に歩きましょう！！」と声かけをして行っている
オープニングイベントです。

	 早朝にもかかわらず、スタッフ含め100 名近い方が毎回参加
してくれています。

	 会場の彦五郎公園では、「久しぶり！元気？チャレンジデーや
ね！」と参加者が声をかけあっています。

②ソフトバレー大会（岩田小学校体育館）50人

③ソフトボール大会（市ノ瀬若者広場）50人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラ

ブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等

学校／特別支援学校／事業所・企業／社会福祉協議会／高齢者

団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

紀伊民報／和歌山放送ラジオ／ FMビーチステーション

広報・周知	

　今年は、昼間動けるスタッフが増えたことで、早くから横断幕、

のぼりを設置、ポスターとチラシを持って学校、公民館、図書館

などにお願いに行き告知する事が出来ました。

　ただ、早くから告知することで、反対に混乱し、毎日がチャレン

ジデーになっていたという楽しいハプニングもありました。

製 作 物	

チラシ5,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕1枚／のぼり

100 本／ Tシャツ80 枚／ポケットティッシュ5,000 個

実施効果	

　チャレンジデーのポスターを掲示する前に、「今年のチャレンジ

デーはいつ？」「対戦相手決まった？」「早朝ウォーキングでスター

上
かみ

富
とん

田
だ

町
ちょう 和歌山県
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　紀伊民報2016 年 5 月 26 日 木曜日　紀伊民報

2016 年 5 月 25 日 水曜日
紀伊民報
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スポーツ吹き矢大会

中学校でスポーツ大会

地区でラジオ体操

主　　催	

海士町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　山内道雄）

海士町教育委員会　地域共育課

〒 684-0403	 島根県隠岐郡海士町大字海士 1490

TEL：08514-2-1221　FAX：08514-2-1633

結　　果	

人　　　口：2,354 人	
島根県海士町	 ○

参 加 者 数：1,533 人	
VS

参　加　率：65.1％	
沖縄県与那国町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①スポーツ吹き矢大会（町内 5ヵ所の公民館）74人
•	 公民館長に呼びかけて、希望のあった公民館でスポーツ吹き
矢大会を実施。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／自治会・町内会

広報・周知	

　全町の防災無線放送を前回よりも1回多くしました。地域チャ

ンネルにて放映されている運動番組の放送時間にあわせて、PR

する無線放送を実施しました。

製 作 物	

チラシ1,100 枚／ポスター100 枚／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　日々のスポーツのきっかけ作りに効果がありました。また、地

区の公民館長がリーダーシップを発揮することで、コミュニティー

の強化にも繋がりました。対戦相手の自治体との交流にも効果

がありました。

担当者から	

　今回13回目の実施となった当町では、事業のマンネリ化が課

題でした。今後は見直しやアイディアをだしつつ、実施していきた

いと考えます。

海
あ

士
ま

町
ちょう 島根県

13回目
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新緑を歩くウォーキング

雲南市空き缶積み大会

雨の中グラウンド・ゴルフ大会受付

実施効果	

　市民の声として、「1日のイベントにせず継続的な運動の先にあ

るイベントとして位置づけをもう一度考えるべき」という声もいた

だいており、運動の日常化の重要性を考える市民が増えてきてい

る、と感じています。

担当者から	

　今回、参加者報告について十分に説明ができておらず、そのこ

とでのご意見も複数いただきました。来年に向けて改善策を探る

ことはもちろん必要ですが、市民の皆さまの意識としてチャレン

ジデーを気にしていただける方も増えてきた、と感じています。

主　　催	

雲南市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　速水雄一）

雲南市教育委員会　社会教育課

〒 699-1392	 島根県雲南市木次町里方 521-1

	 雲南市役所

TEL：0854-40-1073　FAX：0854-40-1079

結　　果	

人　　　口：40,451 人	 島根県雲南市	 ●●

参 加 者 数：22,405 人	 VS

参　加　率：55.4％	 秋田県北秋田市	 ○　

取得メダル：金	 鹿児島県南さつま市	　○

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ロープ・ジャンプ・X（市内各小中学校）1,121人

②雲南市グラウンド・ゴルフ大会（加茂中央公園多目的広場）	

300人

③だるまさんがころんだ in 雲南（加茂中央公園野球場）40人
•	 健康づくり推進担当部局である「身体教育医学研究所」と協
力して、雲南市のチャレンジデー広報キャラクター「チャレン
ジマン」と簡易ルールで「だるまさんがころんだ」を実施しま
した。今回は周知期間が非常に短く（約1週間）参加者数は
振るいませんでしたが、子どもから高齢者までが楽しめる内
容であること、短い周知期間でしたが反響が大きかったこと
など、今後に期待ができると考えています。

④フィナーレイベント（加茂中学校体育館）30人

【アスリート・著名人など】
望月紀美子（ローマオリンピック・体操・女子団体 4 位）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／小学校（校長会）／中学校（校長会）

メディア	

島根日日新聞／NHK松江放送局／雲南夢ネット

広報・周知	

　チャレンジマンによる広報活動も5 年目となり、市民の認知度

もチャレンジデー同様あがってきています。今回は、チャレンジマ

ンが各イベント会場を回るだけでなく、自らの企画によるイベント

に挑戦しました。十分な周知ができず想定より参加者数は少な

かったですが、反響をみると十分に来年の目玉になりうると考え

ています。

製 作 物	

チラシ13,000 枚／ポスター160 枚／のぼり4 本／ Tシャツ

40 枚

雲
うん

南
なん

市
し 島根県

11回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　島根日日新聞
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ソフトバレーボール

ラジオ体操

エール交換

（その他）4 枚／のぼり170 本／懸垂幕 4 枚／ Tシャツ50 枚／

ポケットティッシュ8,000 個／ PR 用チラシ17,000 部

実施効果	

　チャレンジデー実施を通じて、市民自身が運動を継続して行う

必要性を感じているように思います。

担当者から	

　毎年チャレンジデーを実施することにより、今年は参加率が昨

年よりも向上し、より多くの市民へチャレンジデーを通じて運動

の継続性が浸透しているように思います。来年も今年以上に市民

参加率を上げて、市民の運動を通しての健康作りへ貢献できれば

と思っています。

主　　催	

赤磐市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　友實武則）

赤磐市教育委員会　スポーツ振興課

〒 709-0816	 岡山県赤磐市下市 337

TEL：086-955-0738　FAX：086-955-6060

結　　果	

人　　　口：44,785 人	
岡山県赤磐市	 ●

参 加 者 数：27,320 人	
VS

参　加　率：61.0％	
秋田県鹿角市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジデー開始宣言＆体操（赤磐市役所本庁舎・各支所玄

関前）388人

②岡山シーガルズのストレッチ教室（赤磐市吉井武道館・赤坂体

育センター2階サブアリーナ・山陽ふれあい公園総合体育館）

70人

③ソフトバレーボール大会（赤磐市吉井B＆G海洋センターアリー

ナ）210人

④空き缶積み上げ大会（山陽ふれあい公園総合体育館・くまやま
ふれあいセンタ）65人
•	 今年より空き缶の積み方や脚立高さの制限等のルール改正
があり、参加者や審査員にも戸惑いがありましたが、参加者
全員が少しでも全国一番の記録を出そうと頑張り、昨年に近
い記録が出ていました。参加者も最初は簡単に出来ると思っ
ていたようですが、やってみると難しさや楽しさを感じるよう
に感じたとの声が聞こえました。

【アスリート・著名人など】
竹田麻衣・東　万純（女子 Vプレミアムリーグ岡山シーガルズ

所属選手）／近藤沙織（女子 Vプレミアムリーグ岡山シーガルズ

所属トレーナー）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／議会／スポーツ推進委員協議会／体育協会

／総合型地域スポーツクラブ／コナミスポーツクラブ／山陽ふれ

あい総合公園の指定管理業者／小学校（校長会）／商工会・青年

会議所／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

山陽新聞東備版

広報・周知	

　ウェブサイトや市内スーパー店舗先でのティッシュ配布による街

頭啓発や、防災無線や広報車両による市内全域への周知活動を

行いました。

製 作 物	

チラシ16,000 枚／ポスター170 枚／大型横断幕 2枚／横断幕

赤
あか

磐
いわ

市
し 岡山県

7回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日
山陽新聞

2016 年 5 月 24 日 火曜日　山陽新聞

2016 年 5 月 14 日 土曜日　山陽新聞
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笑顔でスポーツ

小学校でドッジボール

早朝ウォーキング

で歩くために、近所を散歩して体力づくりを続けておられます。「ス

ポーツを楽しんで健康になりましょう」の目標を支えてくださって

いる村民の方に、改めて感謝をしつつ、「村民参加率100％」を目

指して、これからも取り組んでいきたいと思います。

担当者から	

　村民の方より、「今年の対戦相手は？」と尋ねられることも多く、

自治体パンフレットを交換し、村民の皆様にご案内できる準備を

しております。地域交流として、対戦相手の特産品を参加賞とし

てお配りすることもできました。今年は熊本震災被害により、2

自治体が参加を取りやめられましたが、特産品を参加賞として協

力するなど、支援の方法もあるのではないかと思います。自治体

同士のやり取りは、被災地のご迷惑になることもあるので、SSF

にて取りまとめて頂くなど、お忙しいとは思いますが御検討頂け

ればと思います。

主　　催	

新庄村チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　小倉博俊）

新庄村教育委員会

〒 717-0201	 岡山県真庭郡新庄村 2014-2

TEL：0867-56-3178　FAX：0867-56-3179

結　　果	

人　　　口：958人	
岡山県新庄村	 ○

参 加 者 数：905人	
VS

参　加　率：94.5％	
北海道苫前町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①早朝ウォーキング（新庄村内全域）387人

•	 早朝ウォーキングは、早朝 6時から7 時の間に、新庄村内
に13ヵ所設置されたチェックポイントを目指して行われる
ウォーキングプログラムです。

	 通勤や通学のため、他のプログラム参加の難しい村民の方に
も気軽に参加して頂けるプログラムとして行っています。

	 村民の方にとっては、「チャレンジデー＝早朝ウォーキング」
と定着したプログラムとなっています。

②新庄村長杯ゲートボール大会（新庄村運動公園）245人

③親子で歩こう！ゆりかごの小径（ゆりかごの小径）58人

④中学校親子スポーツ（新庄中学校）50人

⑤小学校交流スポーツ（新庄小学校）49人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／福祉担当部署／観光担

当部署／総務担当部署／村役場／スポーツ推進委員協議会／自

治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

読売新聞／山陽新聞／新庄村ケーブルテレビ

広報・周知	

　昨年より引き続き、近隣自治体に向けてイベントの広報・周知

を行いました。ポスター掲示に加え、プログラムのチラシを配布

したり、近隣自治体と合同で行われる会議の中でチャレンジデー

について告知するなど、参加の呼びかけを行いました。

製 作 物	

チラシ400 枚／ポスター 60 枚／大型横断幕1枚／のぼり25

本／ Tシャツ40 枚／フェイスタオル 600 枚

実施効果	

　村民の方、保育所、小学校、中学校と社会福祉協議会や村内企

業の皆様など、多くの方が「チャレンジデー」の趣旨を理解し、協

力してくださっています。

　村内最高齢105歳の方は、チャレンジデーの早朝ウォーキング
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2016 年 6 月 7 日 火曜日　読売新聞

2016 年 4 月　広報メルヘンの里新庄 第 410 号
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職場ラジオ体操

保育所活動

知度が例年より上がったことが今回の勝利につながりました。

チャレンジデーならではの町内各所で開催されるスポーツイベン

トに参加することにより、スポーツに対する新たな発見や、健康

に対する意識向上、地域の中でのコミュニケーション活性化が得

られました。

　また、チャレンジデーに携わるスタッフにイベントや広報などの

工夫を積極的にしようと考える人や、町民にも来年のイベントを

早速楽しみにしている方が増えているため、今後のスポーツ増進

に期待が持てました。

担当者から	

　運動を日頃からしてみようと思われる方が増えたのではないか

と感じました。ただ、目標としている55％に届かないのは、町民

へのラジオ体操等イベントのアプローチが遅かったのではないか

と思います。来年は早めのアプローチをし、イベントにつきまして

は今回実施された自治体のイベントを参考に、町内が一体となっ

て参加できる新たなイベントを企画しようと思いました。

　最後に、町民の一人でも多くの方が健康に対する意識を高く持

ち、日常的に運動することを習慣化できるきっかけづくりに、今

後も取り組んでいきたいと思います。

主　　催	

北広島町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　箕野博司）

北広島町教育委員会　生涯学習課

〒 731-1595	 広島県山県郡北広島町有田 1234番地

TEL：050-5812-1864　FAX：0826-72-0608

結　　果	

人　　　口：19,411 人	
広島県北広島町	 ○

参 加 者 数：9,481 人	
VS

参　加　率：48.8％	
秋田県三種町	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（町内全域）3,162 人
•	 ラジオ体操は健康増進につながり、手軽に実施できるため、
各ヵ所の広場や職場で実施してもらい、大人から子どもまで
幅広い方々に気軽に参加してもらえるイベントとなりました。

	 また、当日の朝のラジオ体操放送をチャレンジデー特別バー
ジョンに変える工夫をし、チャレンジデー実施意識を上げる
ようにしました。

②グラウンド・ゴルフ大会（町内各所）367人

③ロープ・ジャンプ・EX（町内小学校）102 人

④ゲートボール大会（町内各所）45人

⑤空き缶積み上げ大会（豊平ウィング（豊平総合運動公園））31人

【アスリート・著名人など】
どんぐり北広島（2015全日本クラブ選手権優勝、2015全日本

女子団体選抜優勝）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

総務担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合型地

域スポーツクラブ

メディア	

きたひろネット／中国新聞

広報・周知	

　昨年の秋から町の観光キャラクターであり、町民に親しまれて

いる「花田舞太郎」をチャレンジデーの CMに起用しケーブルテレ

ビで放映しました。この工夫により、チャレンジデーのことを思い

出したという方が多く見受けられました。

　また、中国新聞を利用したため、町以外の方にも広報すること

ができ、町内在住の人のみならず町外からの参加が増えました。

製 作 物	

チラシ 9,600 枚／ポスター50 枚／ Tシャツ53 枚

実施効果	

　4 回目のチャレンジデー実施ということもあり、町民全体の認
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北広島町 HP

集合写真
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たまゆら『スマホ DE フォトラリー』

スポーツ無料体験会

（その他）5 枚／のぼり40 本／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　スポーツ無料体験会に参加されたのがきっかけで、定期的に開

催しているスポーツ教室に参加されるようになりました。

　チャレンジデーの参加の呼びかけのポスターをいろんな箇所に

掲示させてもらった事により、当クラブの存在自体を知る方が増

えて問い合わせも増えました。

担当者から	

　チャレンジデーに合わせて大会や、イベントに取り組んで頂く

事により、いきいきとした市民の方の姿を見る事で、参加者以上

に実行委員関係者は元気を頂きました。市内全体からするとま

だまだスポーツに興味、関心のない方がたくさんいらっしゃいま

すが、地元広島東洋カープ戦の勢いのように、スポーツを通じて

元気な町でありたいと思います。日頃は、竹原市の総合体育施設

を拠点に各種スポーツ教室を展開しています。誰でも気軽に参加

出来る環境を常に提供し、市民の皆様に元気になっていただきた

いと願っております。

主　　催	

竹原市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　吉田　基）

バンブースポーツクラブ

〒 729-2313	 広島県竹原市高崎町 1414

	 バンブー体育館

TEL：0846-24-1001　FAX：0846-24-1001

結　　果	

人　　　口：27,170 人	
広島県竹原市	 ●

参 加 者 数：14,107 人	
VS

参　加　率：51.9％	
秋田県美郷町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ大会（バンブー多目的グラウンド）450人

②小学生ミニサッカー大会（バンブー体育館）250人

③スポーツ無料体験会（バンブー体育館）100人
・シニア世代を対象にストレッチなどを取り入れ、ソフトスポー
ツを行いました。（ソフトバレーボール・卓球・ミニテニス・ビー
チボールバレー）一時間ごとにスポーツメニューを変えて半
日楽しめるプログラムにしました。

④アニメたまゆら『スマホDEフォトラリー』（バンブー公園内）	

50人

⑤トレーニングルーム（バンブー施設内）50人

【アスリート・著名人など】
西口広崇（1994 年極東・南大西洋障害者スポーツ大会（セス

ピック）中国北京　バドミントンダブルス金メダル・シングルス

銅メダル）／大内寛文（元全日本代表ラグビー選手）／土井康博

（1992 年メルボルンハーフマラソン55歳～ 59 歳の部優勝）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／自治会・町内会／高

齢者団体・老人クラブ

メディア	

ケーブルテレビ

広報・周知	

　市内企業をまわり、ポスターの掲示やイベントの案内、ケー

ブルテレビの早い段階での告知放送、市内各戸配布用のチラシ

（25,000）を4月、5月と2回、HPとFacebookでの告知案内と、

各スポーツ教室参加者にチラシの配布、学校、公民館、公共施設

などに、のぼり・ポスターの掲示をお願いし、また当日は、宣伝カー

で案内をしました。結果、当日のイベントや無料教室への参加者

増加につながりました。

製 作 物	

チラシ48,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕 3 枚／横断幕
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2016 年 5 月 16 日 月曜日
イクちゃんネット

2016 年 5 月 14 日 土曜日
ザ・ウィークリー・プレスネット

ミニサッカー大会
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3B 体操

三次どんちゃん

職員もチャレンジ

担当者から	

　今年は、雨に見舞われ、参加率は大幅に減るのではないかと心

配をしていましたが、実際にはわずかな減りでした。これは、天

候などのコンディションが悪くても、個々が工夫して運動に取り

組む姿勢ができているのではないかと思います。次は、今回は参

加できなかった方々が、どのようにすると参加が可能になるのか

を研究し、参加率を上げていきたいです。

主　　催	

三次市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　増田和俊）

地域振興部　スポーツ課

〒 728-8501	 広島県三次市十日市中二丁目 8番 1号

	 三次市役所東館 4階

TEL：0824-62-6553　FAX：0824-62-6235

結　　果	

人　　　口：54,577 人	
広島県三次市	 ●

参 加 者 数：19,537 人	
VS

参　加　率：35.8％	
大分県宇佐市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ノルディックウォーキング（みよし運動公園他市内各所）700人

②スポーツ吹き矢（みよし運動公園他市内各所）460人

③グラウンド・ゴルフ（みよし運動公園）300人

④3B 体操（三次市民ホール）150人

⑤みよしどんちゃん（みよしまちづくりセンター）80人
•	 三次らしさを取り入れようと、三次の夏の風物詩で、市民に
なじみのある「みよしどんちゃん」の合同練習会を実施しまし
た。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／総務担当部署／子育て・女性支援課／スポーツ推

進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポー

ツクラブ／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内

会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／指定管理者

メディア	

中国新聞／三次ケーブルビジョン

広報・周知	

　ポスター、チラシ、ケーブルテレビや、ポケットティッシュの配

布などで5月25日(水)のアピールを行ったほか、「チャレンジメー

ター」による、運動の実践例の提案や、運動と健康の自己管理の

きっかけを作りました。

製 作 物	

チラシ25,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕 5 枚／のぼり

130 本／ Tシャツ120 枚／ポケットティッシュ8,100 個

実施効果	

　住民自治組織には、自治活動として年間計画に取り入れていた

だき、周知や実施の報告に対して積極的に協力いただくとともに、

独自イベントなども実施をしていただけるようになりました。ま

た、個々で身体活動をした方の報告も多数あり、運動とチャレン

ジデーに対する意識が上がってきていると思います。
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